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【活動の目標】 

自分の性格を旋律で表現する活動を通して，音のつながり方を工夫しながら思いや意図をもって創作

することができる。 

【 問 い 】 

・自分の性格を表現するために，必要な要素をもとに設定を考えさせ，ソングメーカーを使うことで自分

のつくった曲を随時確認できる。 

・班で曲を聴き合い，その性格を表現できているかを聴き取り，アドバイスする。 

今回 ICT を活用した場面 従来の活動 

B ソングメーカーを使って創作（今回は単旋律で作曲、打楽器の挿入は自由） 

  

 

 

 

 

 

C 班やクラスで聴きあう、作成方法を見合う 

 

 

 

 

 

 

 

・五線紙に記譜 

・リコーダーやキー

ボードで音の確認 

 

                        

                        

 

 

 

 

 

音楽科 １年 

マイソングをつくろう 
担当  田村有実子 

【ICT 機器を活用する良さ】 

○キーボードが弾けなくても、また音符が書けなくても打ち込めば再生して音を出すことができる。

そして、自分で聴いて確認できるので意欲につながる。 

〇ソングメーカーは音の高さによって色が違っていたので、視覚的にも分かりやすかった。 

【改善すべき点と原因および改善案】 

・打ち込むことに集中してしまい、どのようなテーマで作曲すべきなのかが見えなくなることがあ

った。⇒もう少し時間を細かく区切り、確認しながら進める。 

・フォームにリンクを貼り付けて提出したが、作品集として生徒に提供する方法も考えた方がよい

と思った。 

 


